
変化する世界の賃金

11   JCM   2014  Spring

特 集

　

経
営
側
の
春
闘
方
針
で
あ
る
経
団
連
「
経

営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
（
2
0
1
4
年

版
）」
な
ど
を
見
る
と
、「
わ
が
国
の
製
造
業

に
お
け
る
一
人
あ
た
り
の
人
件
費
は
世
界
最

高
水
準
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
固
定

観
念
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
な

が
ら
実
際
に
は
、
日
本
の
人
件
費
水
準
は
北

欧
の
半
分
、
Ｇ
７
諸
国
の
最
低
で
、
韓
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
日
本
の
８
～
９
割
の
水
準

に
追
い
つ
い
て
き
て
い
る
。
中
国
や
ベ
ト
ナ

ム
と
い
っ
た
新
興
国
・
発
展
途
上
国
と
競
争

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
先
進
国
と
比
較
し
て

も
意
味
が
な
い
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、

新
興
国
・
発
展
途
上
国
と
熾
烈
な
国
際
競
争

を
繰
り
広
げ
て
い
る
の
は
、
日
本
だ
け
で
は

な
く
、
北
欧
諸
国
、
Ｇ
７
諸
国
も
み
な
同
じ

で
あ
る
。
新
興
国
・
発
展
途
上
国
に
比
べ
れ

ば
、
先
進
国
の
人
件
費
水
準
が
高
い
の
は
普

通
の
こ
と
で
あ
り
、
人
件
費
水
準
の
高
い
国

は
、
高
い
国
な
り
の
企
業
経
営
に
よ
っ
て
、

強
い
競
争
力
を
確
保
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

主
要
先
進
国
で
最
低
と
な
っ
て
い
る

日
本
の
人
件
費
水
準

人
件
費
水
準
は

日
本
が
Ｇ
７
諸
国
で
最
低

　

ア
メ
リ
カ
労
働
省
労
働
統
計
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
世
界
各
国
の
製
造
業
の

時
間
あ
た
り
人
件
費
が
、
現
地
通
貨
建
て
と

ド
ル
建
て
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
2
0
1
2

年
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、日
本
を
1
0
0
と
し 

て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
1
7
9
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
1 

4
1
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
1
3
5
、
ド
イ

ツ
1
3
0
、
フ
ラ
ン
ス
1
1
3
、
カ
ナ
ダ

1
0
4
、
ア
メ
リ
カ
1
0
1
、
イ
タ
リ
ア
97
、

イ
ギ
リ
ス
88
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
68
、
韓
国
59

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
2
0
1
2
年
時
点
の
為

替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換
算
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

円
高
是
正
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
2
0
1
3

年
末
の
為
替
レ
ー
ト
で
換
算
し
直
す
と
、
同

じ
く
日
本
を
1
0
0
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
2
2
5
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
1
9
4
、
ド
イ

ツ
1
8
4
、
フ
ラ
ン
ス
1
6
0
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
1
5
2
、
イ
タ
リ
ア
1
3
8
、ア
メ
リ

カ
1
3
3
、
カ
ナ
ダ
1
2
8
、
イ
ギ
リ
ス
1
 

2
1
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
89
、
韓
国
83
と
い
う

図表1　製造業における時間あたり人件費の国際比較（全雇用者・2012年）
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こ
と
に
な
る
。（
図
表
１
）

　

日
本
の
賃
金
水
準
は
北
欧
諸
国
の
半
分
、

Ｇ
７
諸
国
で
最
低
、
韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

も
日
本
の
８
～
９
割
く
ら
い
の
水
準
に
追
い

つ
い
て
き
て
い
る
。「
わ
が
国
の
人
件
費
は
世

界
最
高
水
準
」
と
い
う
の
が
思
い
込
み
、
幻

想
に
す
ぎ
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。

　

経
団
連
が
「
世
界
最
高
水
準
」
の
根
拠
と

し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

①
時
間
あ
た
り
人
件
費
で
は
な
く
、
年
間
人
件

費
で
比
較
し
て
い
る
。

②
超
円
高
時
の
為
替
レ
ー
ト
（
１
ド
ル
＝
88
・

0
8
円
）で
換
算
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
人
件
費
水
準
が
膨

ら
ん
で
見
え
る
。

　

日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
に
比
べ
労
働

時
間
が
圧
倒
的
に
長
い
の
で
、
年
間
ベ
ー
ス

に
す
れ
ば
、
日
本
が
膨
ら
ん
で
見
え
る
の
は

当
然
で
あ
る
。
人
件
費
を
コ
ス
ト
と
し
て
比

較
す
る
場
合
は
、
当
然
「
時
間
あ
た
り
」
が

問
題
と
な
る
。
ま
た
、
人
件
費
を
生
計
費
と

し
て
見
る
場
合
に
も
、
長
時
間
労
働
に
よ
る

高
賃
金
が
豊
か
さ
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
年
間
人
件
費

で
の
国
際
比
較
は
意
味
が
な
い
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
円
安
が
進
ん
だ
か
ら
、

日
本
の
人
件
費
水
準
が
相
対
的
に
低
く
な
っ

た
の
だ
、
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

①
１
ド
ル
＝
70
円
台
だ
っ
た
2
0
1
2
年
時

点
の
為
替
レ
ー
ト
で
換
算
し
た
比
較
で
も
、

Ｇ
７
諸
国
の
中
で
日
本
よ
り
低
い
の
は
イ
タ

リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
あ
る
。

②
円
・
ド
ル
の
購
買
力
平
価
（
ア
メ
リ
カ
で
１

ド
ル
で
買
え
る
も
の
が
、
日
本
で
は
い
く
ら

で
買
え
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
算
出
し
た
理

論
上
の
為
替
レ
ー
ト
）
は
１
ド
ル
＝
1
0
5

円
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
）、
1
1
3
円
（
個
人
消

費
ベ
ー
ス
）
な
の
で
、現
在
の
為
替
水
準
で 

は
、
ま
だ
円
安
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

経
団
連
の
使
用
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

＊
ア
ジ
ア
諸
国
の
デ
ー
タ
は
、
社
会
保
険
料
な

ど
も
含
め
た
人
件
費
総
額
だ
が
、
日
本
を
は

じ
め
先
進
国
は
、
現
金
給
与
だ
け
で
あ
る
。

＊
ア
ジ
ア
諸
国
の
デ
ー
タ
は
、
日
系
企
業
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
が
、
日
本
を
は
じ

め
先
進
国
は
、公
的
な
統
計
デ
ー
タ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
日
本
は
神
奈
川
県
人
事
委
員
会
が

調
査
し
た
横
浜
市
の
デ
ー
タ
と
い
う
、
や
や

特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

＊
ア
ジ
ア
諸
国
の
デ
ー
タ
は
、
実
務
経
験
３
年

と
い
う
銘
柄
設
定
だ
が
、
日
本
の
デ
ー
タ
の

平
均
年
齢
は
33
・
7
歳
で
あ
る
。

な
ど
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
ジ
ェ
ト
ロ
（
日

本
貿
易
振
興
機
構
）
が
作
成
し
て
い
る
資
料

で
あ
る
が
、
も
と
も
と
海
外
に
工
場
を
作
っ

た
場
合
、
従
業
員
を
ひ
と
り
雇
う
の
に
い
く

ら
か
か
る
か
、
大
雑
把
に
知
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
か
ら
、
賃
金
の
国
際
比
較
の
た
め
に

使
用
す
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
。

労
働
分
配
率
で
も
日
本
は
低
位
に

　

日
本
の
賃
金
水
準
が
先
進
国
の
中
で
低
位

に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
働
分
配
率
で

も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
分
配
率

は
、
産
業
構
造
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

く
る
の
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
製

造
業
の
労
働
分
配
率
（
雇
用
者
１
人
あ
た
り

名
目
雇
用
者
報
酬
÷
就
業
者
１
人
あ
た
り
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）を
算
出
す
る
と
、
日
本
は
61
％

（
2
0
1
2
年
）
と
な
っ
て
い
る
が
、イ
ギ
リ 

ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
70
％
以
上
、
ド
イ
ツ

も
67
％
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
よ
り
も
低
い

の
は
、
主
要
先
進
国
で
は
ア
メ
リ
カ
と
韓
国

だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
欧
州
債
務
危
機
に
よ

る
経
済
の
落
ち
込
み
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
労
働
分
配
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
が
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
高

い
労
働
分
配
率
と
い
う
傾
向
自
体
は
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
か
ら
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な

い
。（
図
表
２
）

発
展
途
上
国
と
競
争
し
て
い
る

の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
い

　

日
本
の
人
件
費
水
準
が
主
要
先
進
国
の
中

で
最
低
、
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
示
す
と
、
よ

く
あ
る
反
論
は
、
日
本
は
中
国
や
ア
ジ
ア
の

国
々
な
ど
、
新
興
国
・
発
展
途
上
国
と
競
争

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
先
進
国
と
人
件
費
比

較
を
し
て
も
意
味
が
な
い
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
も
し
、
日
本
だ
け
が
新
興
国
・
発
展

途
上
国
と
競
争
し
て
い
る
の
な
ら
、
確
か
に

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
北

欧
の
国
々
も
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
も
、
中

国
や
イ
ン
ド
を
は
じ
め
新
興
国
・
発
展
途
上

国
と
熾
烈
な
国
際
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
チ
ェ
コ
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
い
っ
た
賃
金
水
準
の
低
い
工
業
国
が
あ

り
、ア
メ
リ
カ
の
隣
に
は
メ
キ
シ
コ
が
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た

国
々
の
製
造
業
で
は
、
高
い
賃
金
が
出
せ
る

け
れ
ど
、
日
本
で
は
主
要
先
進
国
で
最
低
レ

図表2　主要国製造業の労働分配率
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ベ
ル
の
賃
金
し
か
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
は
大
変
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。

高
い
賃
金
の
国
に
は
、
高
い
賃
金
な
り
の
企

業
経
営
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
強
い
国
際

競
争
力
を
確
保
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

日
本
企
業
で
は
、
国
内
の
工
場
が
世
界
の

い
わ
ゆ
る
マ
ザ
ー
工
場
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
場
合
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
内

工
場
に
お
い
て
、
技
術
・
技
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、

創
意
工
夫
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
現
場

の
強
み
、
働
く
者
の
「
現
場
力
」
に
磨
き
を

か
け
て
い
く
こ
と
が
、
海
外
拠
点
を
含
め
た

企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
競
争
力
に
直

結
す
る
。
そ
う
し
た
役
割
に
相
応
し
い
賃
金
・

労
働
条
件
の
確
保
が
、
結
局
は
企
業
の
永
続

的
な
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ジ
ア
諸
国
の

賃
金
水
準
の
伸
び
は
著
し
い

　

ジ
ェ
ト
ロ
で
は
2
0
1
3
年
12
月
に
、
ア

ジ
ア
地
域
の
人
件
費
に
つ
い
て
、
経
団
連
の

使
用
し
て
い
る
も
の
よ
り
も
新
し
い
デ
ー
タ

を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
製
造

業
・
正
社
員
で
実
務
経
験
３
年
程
度
の
一

般
工
職
の
場
合
、
年
間
総
人
件
費
は
韓
国
が

３
万
４
千
ド
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
が

２
万
４
千
ド
ル
、台
湾
１
万
９
千
ド
ル
、マ
レ

ー
シ
ア
7
8
0
0
ド
ル
、中
国
7
5
0
0
ド 

ル
、
タ
イ
6
9
0
0
ド
ル
な
ど
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
３
）。
最
新
資
料
で
は
、
日
本
の
デ

ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
厚
生
労
働
省

の
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
、
毎
月
勤
労
統

計
、
就
労
条
件
総
合
調
査
な
ど
か
ら
推
計
す

る
と
、
約
4
0
0
万
円
と
い
う
と
こ
ろ
な
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
率
に
つ

い
て
も
発
表
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど

で
２
桁
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
続
い
て
お
り
、
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
大
幅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と

な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
ア
ジ
ア
地
域
の
最
低
賃
金
を
見
て

も
、
そ
の
上
昇
率
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

28.4

7.0

28.4インドネシア（143）
ベトナム（212）
パキスタン（14）

バングラデシュ（13）
インド（112）
中国（445）
ラオス（8）

スリランカ（10）
カンボジア（14）

タイ（367）
マレーシア（153）
フィリピン（69）

韓国（75）
香港（19）

シンガポール（52）
オーストラリア（39）

台湾（50）
ニュージーランド（20）

％ 100 20 30

14.0
12.4
12.3
11.7

10.0
9.3
9.1
8.8

7.0
5.5
4.8
4.4
4.1
3.8
3.1
2.5
1.7

19.2インドネシア（129）

ベトナム（203）
パキスタン（13）

バングラデシュ（12）

インド（106）

中国（428）

ラオス（7）

スリランカ（10）

カンボジア（14）

タイ（363）
マレーシア（147）

フィリピン（67）

韓国（72）
香港（19）

シンガポール（50）
オーストラリア（36）

台湾（48）
ニュージーランド（19）

％ 10 150 5 20 25

16.2
12.8

10.9
9.1
9.0

6.0
4.9
4.9
4.4
4.3
4.1
3.6
3.0
2.4
2.0

3.0
2.4
2.0

7.87.8

12.312.3

58,57558,575

インドネシア（117）

ベトナム（200）
パキスタン（14）

バングラデシュ（12）

インド（73）

中国（402）

ラオス（6）
スリランカ（9）

カンボジア（12）

タイ（321）

マレーシア（96）

フィリピン（58）

韓国（59）

香港（15）
シンガポール（37）

オーストラリア（31）

台湾（33）

ニュージーランド（18）

ドル 30,0000 60,000

41,196
33,516

7,795
7,503
6,936

1,347
1,764
2,292
2,293
2,889
3,000
3,224
3,922
4,156

24,17924,179
23,75923,759

19,18319,183

81,37981,379

インドネシア（101）

ベトナム（173）

パキスタン（13）

バングラデシュ（9）

インド（81）
中国（350）

ラオス（5）

スリランカ（7）

カンボジア（8）

タイ（307）
マレーシア（87）

フィリピン（49）

韓国（51）
香港（9）

シンガポール（32）

オーストラリア（26）

台湾（29）

ニュージーランド（13）

ドル 50,0000 100,000

57,053
48,744

17,425
12,560
12,222

3,861
5,053
5,749
6,124
6,657
6,703
6,913
7,733
7,962

41,18541,185
31,17831,178
24,20124,201

118,604118,604

インドネシア（109）

ベトナム（171）

パキスタン（13）

バングラデシュ（11）

インド（90）
中国（378）

ラオス（5）
スリランカ（7）

カンボジア（8）

タイ（299）
マレーシア（85）

フィリピン（48）

韓国（63）
香港（12）

シンガポール（38）

オーストラリア（30）

台湾（34）

ニュージーランド（17）

ドル 60,0000 120,000

78,744
77,865

29,853
27,325

35,815
29,853
27,325
20,737

8,171
9,876
11,092
12,869
13,326
14,620
15,304
15,714
18,295

52,841
48,243
52,841
48,243

35,815

図表3　アジア諸国の賃金実態（2013年）
①製造業・前年比ベースアップ率

2012年度→2013年度 2013年度→2014年度見込み

【参考値】ミャンマー（回答企業数2）19.0％ 【参考値】ミャンマー（回答企業数2）15.0％

②製造業・年間実負担額（年間総人件費）

作業員 エンジニア

マネージャー
（注）　
1.年間実負担額：一人あたり社員に対する負担総
額（基本給、諸手当、社会保障、残業、賞与な
どの年間合計。退職金は除く）

2.作業員：正規雇用の一般工職で実務経験3年
程度の場合。請負労働者および試用期間中の
作業員を除く。エンジニア：正規雇用の中堅
技術者で専門学校もしくは大卒以上、かつ実
務経験5年程度の場合。マネージャー（製造
業）：正規雇用の営業担当課長クラスで大卒以
上、かつ実務経験10年程度の場合。

3.カンボジア以外の国・地域については、回答は
自国・地域通貨建て（但し、ミャンマーは自
国通貨建て、米ドル建ての選択式）。各職種の
自国・地域通貨建て年間実負担額の平均値を、
2013年10月の平均為替レート（各国・地域
中央銀行発表、中国は外貨管理局発表）で米ド
ルに換算。ミャンマーは、回答企業によって通
貨が異なる（自国通貨建てまたは米ドル建て）
ため、自国通貨建ての企業の回答を米ドルに換
算した上で平均をとった。

4.資料出所：日本貿易振興機構「在アジア・オセ
アニア日系企業実態調査」2013年10～11月
調査。

【参考値】ミャンマー（回答企業数2）
  製造業・作業員 1,135米ドル、
  製造業・エンジニア  1,741米ドル、
  製造業・マネージャー 5,542米ドル

（　）内は回答企業数 （　）内は回答企業数

（　）内は回答企業数 （　）内は回答企業数

（　）内は回答企業数
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る
。
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
ブ
カ
シ
県
）で
2
 
0
 

1
3
年
に
34
・3
％
増
、
2
0
1
4
年
に
22
・

3
％
増
、
ベ
ト
ナ
ム（
ハ
ノ
イ
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

の
都
市
部
）
で
2
0
1
3
年
17
・
5
％
増
、

2
0
1
4
年
14
・
9
％
増
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。
水
準
と
し
て
も
、
中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
で
は
、
最
低
賃
金
月
額
お
お
む
ね
３
万

円
と
い
う
の
が
相
場
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

日
本
の
物
価
水
準

　

名
目
賃
金
で
比
較
し
た
次
に
は
、
当
然
、

物
価
水
準
の
違
い
を
加
味
し
た
実
質
賃
金
で

は
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
わ
が
国

で
は
、「
失
わ
れ
た
20
年
」
の
間
、
ほ
と
ん
ど

物
価
が
上
昇
し
な
か
っ
た
一
方
で
、
海
外
で

は
、緩
や
か
な
イ
ン
フ
レ
が
続
い
て
い
た
の
で
、

か
つ
て
は
「
日
本
の
物
価
水
準
は
国
際
的
に

見
て
高
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の

が
、
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。

　

旧
・
経
済
企
画
庁
で
は
、1
9
8
9
年
以 

降
、
数
百
品
目
の
価
格
調
査
に
基
づ
く
物
価

水
準
の
国
際
比
較
を
公
表
し
て
い
た
。
こ
れ

は
金
属
労
協
が
1
9
8
8
年
に
発
表
し
た 

「
生
活
の
国
際
比
較
調
査
」
で
、
総
合
的
な
物

価
水
準
を
指
数
化
し
て
国
際
比
較
し
た
の
が
、

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
現
在
は
、
内
閣
府
で
は
発
表
し
て
い

な
い
よ
う
で
あ
り
、経
済
産
業
省
で
毎
年
、「
産

業
向
け
財
・
サ
ー
ビ
ス
の

内
外
価
格
調
査
」
を
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
企
業
が
購
入

す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
に
関
す
る
調
査
で
あ
っ

て
、
個
人
消
費
に
関
す
る

物
価
比
較
で
は
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
発
表
し
て
い
る
購
買
力

平
価
と
現
実
の
為
替
レ
ー

ト
と
の
乖
離
を
用
い
て
、

物
価
水
準
の
違
い
を
計
算

す
る
の
が
簡
便
な
や
り
方

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

購
買
力
平
価
と
は
、
た
と
え
ば
ド
ル
・
円

関
係
で
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
１
ド

ル
で
買
え
る
も
の
が
、
日
本
で
は
い
く
ら
で

買
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
算
出
し
た
理
論

上
の
為
替
レ
ー
ト
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
実

の
為
替
レ
ー
ト
が
購
買
力
平
価
と
等
し
け
れ

ば
、
両
国
の
物
価
水
準
は
イ
コ
ー
ル
と
い
う

こ
と
に
な
る
。仮
に
購
買
力
平
価
が
１
ド
ル
＝

1
0
5
円
、現
実
の
為
替
レ
ー
ト
が
１
ド
ル
＝

1
0
0
円
だ
っ
た
と
す
る
と
、
現
実
の
為
替

レ
ー
ト
の
下
で
は
、
日
本
の
物
価
水
準
は
ア

メ
リ
カ
に
比
べ
て
５
％
高
い
こ
と
に
な
る
。

1
0
0
円
持
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
行
け
ば
、１
ド

ル
の
も
の
が
買
え
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は

1
0
0
円
持
っ
て
い
て
も
1
0
5
円
の
も
の

は
買
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
発
表
し
て
い
る
購
買
力

平
価
は
、
個
人
消
費
ベ
ー
ス
、
す
な

わ
ち
家
計
で
購
入
さ
れ
る
品
目
に
つ

い
て
計
算
し
た
も
の
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー

ス
、
す
な
わ
ち
、
個
人
消
費
だ
け
で
な

く
、
設
備
投
資
や
住
宅
投
資
、
政
府
が
購
入

す
る
も
の
な
ど
の
価
格
も
含
め
て
計
算
し
た

も
の
な
ど
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
現
実
の
為

替
レ
ー
ト
の
適
正
さ
を
判
断
す
る
た
め
で
あ

っ
た
ら
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
を
用
い
る
の
が
適

当
だ
が
、
本
稿
で
は
、
実
質
賃
金
の
比
較
を

す
る
た
め
で
あ
る
の
で
、
個
人
消
費
ベ
ー
ス

の
購
買
力
平
価
を
使
用
し
て
、
物
価
水
準
を

比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、

現
実
の
為
替
レ
ー
ト
は
、
2
0
1
3
年
末
の

イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
レ
ー
ト
（
顧
客
と
の
取
引

で
は
な
く
、
銀
行
間
で
用
い
る
為
替
レ
ー
ト
）

を
使
用
し
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
購
買
力
平
価
（
個
人
消
費
ベ

ー
ス
）
と
2
0
1
3
年
末
の
為
替
レ
ー
ト
か

ら
算
出
し
た
各
国
の
物
価
水
準
は
、
日
本

を
1
0
0
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
1
4
7
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
1
3
0
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

図表4　各国の物価水準

図表5　2013年マーサー世界生計費調査
主要都市（上位10都市）価格比較表（中程度価格帯） （USドル）
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特 集

1
2
7
、
イ
ギ
リ
ス
1
1
8
、
フ
ラ
ン
ス 

1
1
3
、
カ
ナ
ダ
1
1
2
、
イ
タ
リ
ア
1
 
0
 

7
、
ド
イ
ツ
1
0
6
、ア
メ
リ
カ
93
、
韓
国
81

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
北

欧
や
主
要
先
進
国
は
、
軒
並
み
日
本
よ
り
も

物
価
水
準
が
高
く
な
っ
て
い
る
。（
図
表
４
）

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
マ

ー
サ
ー
社
が
発
表
し
て
い
る
「
世
界
生
計
費

調
査
」
が
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
５
大
陸
2
1
4
都
市
に
お
い
て
、
住
居 

費
、
交
通
費
、食
料
、衣
料
、家
庭
用
品
、
娯 

楽
費
用
を
含
む
2
0
0
以
上
の
品
目
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
る
か
な
り
大
規
模
な
も
の
で

あ
る
。
海
外
駐
在
者
の
た
め
の
生
計
費
調
査

な
の
で
、
た
と
え
ば
東
京
の
マ
ン
シ
ョ
ン
賃

料
（
中
程
度
価
格
帯
）
が
、
寝
室
２
部
屋
で

１
カ
月
4
5
1
3
ド
ル
、
寝
室
３
部
屋
だ
と

7
2
0
0
ド
ル
と
い
う
、日
本
に
住
む
者
の

感
覚
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
東
京
が
「
物
価
が
高

い
都
市
」
３
位
に
入
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。（
図
表
５
）

物
価
の
違
い
を
考
慮
し
た

実
質
水
準
で
見
て
も
、

日
本
の
人
件
費
は
低
い

　

各
国
の
物
価
水
準
の
違
い
を
考
慮
し
た
実

質
人
件
費
の
国
際
比
較
を
行
う
た
め
に
は
、

現
地
通
貨
建
て
の
人
件
費
を
購
買
力
平
価
で

換
算
す
れ
ば
よ
い
。

　

前
述
の
ア
メ
リ
カ
労
働
省
の
製
造
業
・
時

間
あ
た
り
人
件
費
を
購
買
力
平
価
で
換
算

す
る
と
、日
本
を
1
0
0
と
し
て
、
ド
イ
ツ

1
7
4
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
1
5
4
、ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
1
4
9
、
ア
メ
リ
カ
1
4
3
、
フ
ラ
ン
ス

1
4
2
、
イ
タ
リ
ア
1
2
8
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
1
2
0
、
カ
ナ
ダ
1
1
5
、
イ
ギ
リ
ス

1
0
3
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
名
目
人
件
費

で
の
比
較
に
比
べ
て
、
総
じ
て
差
は
縮
小
す

る
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
が
主
要
先
進

国
の
中
で
最
低
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が

な
い
。

　

ま
た
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
1
1
3
、
韓
国
は

1
0
3
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
人
件
費
で
は
、

す
で
に
日
本
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
台
湾
や
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
い
っ
た
国
々
も
、
実
質
人
件
費
で
は
日

本
の
６
～
７
割
に
達
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

（
図
表
６
）

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
で
は
、
労 

働
の
真
の
報
酬（
実
質
賃
金
）を
決
定
す
る
の

は
、
そ
の
国
が
豊
か
で
あ
る
か
、
貧
し
い
か

で
は
な
く
、
発
展
し
て
い
る
か
、
停
滞
し
て

い
る
か
、
衰
退
し
て
い
る
か
で
あ
る
、
と
指

摘
し
て
い
る
。
発
展
し
て
い
る
国
で
は
、
労

働
力
が
つ
ね
に
不
足
気
味
に
な
る
の
で
、
賃

金
は
上
昇
し
て
い
く
が
、
衰
退
し
て
い
る
国

で
は
そ
の
逆
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｇ
７
諸

国
の
中
で
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日
本
を

上
回
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
だ
け

（
2
0
1
2
年
）で
あ
る
が
、人
件
費
水
準
は
、

名
目
で
も
実
質
で
も
、い
ず
れ
の
国
も
日
本
を

上
回
っ
て
い
る
。
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
、

日
本
と
韓
国
の
差
は
ま
だ
大
き
い
が
、
実
質

人
件
費
水
準
は
す
で
に
韓
国
の
ほ
う
が
高
い
。

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
日
本
経
済
の
停
滞
、「
失
わ

れ
た
20
年
」
の
結
果
で
あ
る
。

　

量
的
・
質
的
金
融
緩
和
を
き
っ
か
け
に
、

わ
が
国
経
済
は
回
復
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
勤
労
者
へ
の
「
人
へ

の
投
資
」
と
適
正
な
成
果
配
分
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
、

①
消
費
を
拡
大
さ
せ
、
そ
れ
が
生
産
・
投
資
の

拡
大
や
企
業
収
益
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
そ

の
こ
と
が
さ
ら
に
所
得
の
向
上
と
雇
用
の
拡

大
を
生
み
出
す
と
い
う
経
済
の
「
好
循
環
」

②
賃
金
・
労
働
条
件
の
向
上
が
、
働
く
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
能
力
発
揮
、
優
秀
な

人
材
の
確
保
に
寄
与
し
、
そ
の
こ
と
が
も
の

づ
く
り
産
業
基
盤
や
企
業
競
争
力
の
強
化

を
も
た
ら
し
て
、
企
業
の
持
続
的
な
発
展
に

つ
な
が
る
と
い
う
企
業
経
営
の
「
好
循
環
」

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

2
0
1
4
年
闘
争
で
は
、
す
で
に
大
手
組

合
に
お
い
て
、
賃
上
げ
獲
得
と
い
う
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
決
着
を
図
る
組
合

に
お
い
て
も
、
確
固
た
る
成
果
を
引
き
出
し

て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
同
一
価
値
労
働
同
一

賃
金
、
均
等
・
均
衡
待
遇
の
原
則
に
則
っ
た

未
組
織
労
働
者
、
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
・

労
働
条
件
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

図表6　製造業における時間あたり実質人件費の国際比較
（全雇用者・2012年）


